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2023 年３月 29 日 

各 位 

大 阪 市 中 央 区 道 修 町 １ 丁 目 ６ 番 ７ 号 

株 式 会 社 Ｏ Ｄ Ｋ ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ 

代 表 取 締 役 社 長  勝 根  秀 和 

（コード番号：３８３９ 東証プライム） 

問 い 合 わ せ 先 ： 常 務 取 締 役  作 本  宜 之 

電 話 番 号 ： （ ０ ６ ） ６ ２ ０ ２ － ０ ４ １ ３ 

Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.odk.co.jp 

 

「スタンダード市場」の選択申請及び 

「プライム市場」上場維持基準（売買代金基準）の適合状況について 

 
 当社は、2023 年３月 29 日開催の取締役会において、東京証券取引所（以下、東証）がすすめる

制度要綱の改正にて、上場維持基準に関する経過措置の終了時期が 2025 年３月と制定される見込み

となったことを踏まえ、スタンダード市場を選択申請することを決議いたしました。 

あわせて、「プライム市場」上場維持基準（売買代金基準）の適合状況につきまして、以下のと

おりお知らせいたします。 

 

１．スタンダード市場選択申請について 

 当社は、2032年３月末までのプライム市場上場維持基準適合を目指しておりましたが、このたびの決議

にともない、2023年４月下旬に市場選択申請書の提出及び新たな中計経営計画を公表いたします。 

なお、スタンダード市場の上場維持基準につきましては、下表のとおり適合していることを確

認しております。 

 
株主数

（人） 

流通株式数 

（単位） 

流通株式

時価総額

（億円） 

流通株

式比率 

（％） 

月平均 

売買高

（単位） 

純資産の額 

（億円） 

当社算定値（※） 

（2022 年 12 月 31

日時点） 

3,908 32,083 19.30 39.12 1,822 52.9 

上場維持基準 400 2,000 10 25 10 正 

※当社算定値は、株券等の分布状況等をもとに東証算定方法に合わせ算出したものであります。

なお、月平均売買高は、2022 年７月～12 月の売買高合計を、６（ヶ月）で除して月平均とし

て算出しております。 

 

２．スタンダード市場選択の理由 

 当社が、プライム市場の上場維持を選択した場合、基準適合のための追加費用やプライム市場として

求められているＩＲ水準への対応により、2032年までの累計で、約２億円の費用が発生すると試算して

おります。後述する当社事業戦略を踏まえますと、そのコストを負担するよりも、将来の事業拡大に向

けた成長投資に資金を振り向けることが、企業価値向上に資すると判断いたしました。 

当社は、学生・社会人、大学・民間企業・地方自治体等がリアルとデジタルで継続的に関わり続ける

ことで付加価値を創出できる次世代型ソリューションの提供を目指しております。 

現在は、人生の歩みを一人ひとりの価値に変換する Web3.0 サービスの社会実装に向け、体験や学び

を可視化し蓄積する「ライフログウォレット」や地方の関係人口創出を支援する「ふるさとパスポート」
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等の NFTを活用した実証研究を開始しております。 

こうした取組みへの投資を加速し早期の収益化を実現していくことが、企業価値向上はもちろん、ひ

いてはプライム市場の基準適合にもつながっていくと考えております。 

 
 

３．プライム市場上場維持基準（売買代金基準）適合状況について 

本年度は、人材育成サポート事業の譲受や各種業務提携の推進をはじめとした教育関連サービス

の経済圏拡張、マイナンバー管理システム『マイナワン』リニューアル等の金融関連サービス充実、

ひいては将来事業に直結する共同研究や実証事業の開始等、上場維持基準の適合に向けた計画書に

基づく事業投資を行い、積極的な情報開示に取組んでまいりました。 

加えて、2022 年９月１日から 2023 年３月 10 日にかけて自己株式 100,000 株の取得を行い、直接

的な株価形成にも働きかけてまいりました。 

売買代金の上昇は見られたものの一時的な影響に留まり、下表のとおり 2022 年１月から同年 12

月までのプライム市場上場維持基準（売買代金基準）への適合状況が新たに不適合となっておりま

す。 

 １日平均売買代金（億円） 

基準日時点 

（2022 年 12 月 31 日） 
0.05 

プライム市場上場維持基準 0.20 

 

なお、スタンダード市場選択申請以降も積極的な情報開示を行うことで、日々の売買代金の改善

に向けて取組んでまいります。 

当社は、今後、東京証券取引所の定める申請スケジュールに従い、所定の手続きをすすめてまい

ります。株主及びステークホルダーの皆様におかれましては、今後とも一層のご指導、ご鞭撻を賜

りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

以 上 


